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香川大学農学部長
小川 雅廣

１

2027年度入学生から新4コースに変更になります
農学部では、2027年度入学生から次の新しい4コースに変更されます。

新コースの名称
・アグリサイエンスコース
・生命機能科学コース
・フィールド環境コース
・食品創薬化学コース

農学部における特色ある研究
希少糖の開発利用など世界に先駆けた独創的な研究、実用植物のゲノム・遺
伝子源解析研究、瀬戸内地域の農林水産資源の開発や利用と環境保全に関す
る研究などの実績を活かし、農学の諸分野及び他分野との学際領域における
基礎的・応用的な研究開発を推進し、地域社会の発展や我が国の農学の発展
に寄与します。

皆様、本日は香川大学農学部オープンキャンパス・収穫祭2026にご来場い
ただき、誠にありがとうございます。

本イベントは、香川大学農学部が毎年開催している恒例行事です。地域の皆
様をはじめ、県内外の小・中・高校生、卒業生、在学生など、毎年1,000名を
超える方々にご来場いただいております。多くの皆様にお越しいただけますこ
とに、心より御礼申し上げます。

香川大学農学部には約50の研究室があり、「生命」「食料」「環境」を
キーワードに教育・研究を展開しています。「生命」分野では動植物や微生物、
生体分子に関する研究、「食料」分野では農作物や畜産物の生産と利用に関す
る研究、「環境」分野では瀬戸内海を含む水環境や土壌、生態系に関する研究
に取り組んでいます。

本日は、ほぼすべての研究室を公開しております。ぜひ各研究室を訪れ、学
生や教職員による研究成果や日頃の活動をご覧ください。

また、附属農場や同窓会組織「池戸会」、県内農業高校の皆様による農産
物・加工品の販売を行っております。さらに、留学生による母国文化の紹介、
ベトナム海外研修報告会、学生サークルによる試作食品の展示、東京藝術大学
西村教授研究室によるアート作品の展示など、多彩な企画をご用意しておりま
す。ぜひお楽しみください。

最後になりましたが、香川大学農学部では、教育・研究活動のさらなる充実
のため、三木町のふるさと納税制度を活用したご寄附をお願いしております。
いただいたご寄附は、教育・研究活動、学生支援、地域連携事業、環境整備な
どに活用させていただきます。詳しくは本パンフレット22ページをご覧くだ
さい。

本日が、農学や食、生命科学、環境への理解を深める有意義な一日となれば
幸いです。

今後とも香川大学農学部へのご理解とご支援を賜りますよう、よろしくお願
い申し上げます。



－ 目 次 －

農学部での研究について、体験や実習を
通じて知ることができます。

P.３～４

キャンパスＭＡＰ
P.５～８

体験・実習

建物配置図等です。このページを
参考に実施場所を確認してください。

サークル等の学生や学外団体等による企
画です。

P.１５～１６

企画コーナー

海外研修報告会。
留学生交流サロンとして、母国の紹介展
示、試飲サービスも予定。

P.１７

国際交流企画

いろいろな研究室を覗いてみてください。
新しい発見があるかも!

P.９～１４

研究室紹介

昨年大好評。今年も香川県立石田高校、
笠田高校、農業経営高校が参加協力して
くれます。

P.１９

香川県内農業高校
との連携企画

苗・野菜等販売情報!!
10:00～販売開始予定です。

P.１８

苗・農産物販売など

P.２１

入試･カリキュラム･学生生活
に関する相談

P.２０

池戸会（同窓会）
企画コーナー

農学部卒業のOBの皆さんが農学部のため
に協力してくれてます。

入試･カリキュラム･学生生活に関するご
相談を受けます!

農学部附属農場
実りプロジェクト
昨年度に引き続き、学
生・教職員による実り
プロジェクトのご案内
です。
数年前よりSDGsの取組
みとして、農場産の果
実のうち、味は美味し
くても残念ながら規格
外となったものを豚の
飼料とする試みを行っ
ております。
与えた果実によって、
甘みや香りを感じたり、
さっぱりとした脂肪を
味わえたりとさまざま
な特徴がみられました。
香 川 大 学 産 ブ ラ ン ド
「香大実りポーク」を
是非、ご賞味ください。

「香大実りポーク」は生産量が少ないため、大学病院食堂
での「とんかつ定食」など、不定期での限定販売予定です。
収穫祭では「とんかつ弁当」「しょうが焼き」の販売予定
（数量限定）です。生協売店・食堂での販売予定です。
※生産出荷状況、その他状況等により予定が変更、販売が出来ない可能性もございます。

数に限りがあります。
完売次第終了します。



No.  研究分野
研究室名 ●●部屋番号（●●棟〇階）

次頁からの「体験・実習」、「研究室紹介」等の実施場所は、以下を参考にしてください。

●●の部分がA棟～H棟のどこの棟かを表記しております。棟の配置は以下の図をご覧ください。
まずはA棟～H棟のどこの棟で実施しているものかをご確認のうえ、近くの階段またはエレベーター
にて、当該実施場所の階へお願いします。ご不明な場合、受付、または付近のスタッフ等までご遠慮
なくお声掛けください。

－ 農学部キャンパスMAP（建物配置等全体） －



農産物等販売、農業高校連携企画、企画コーナー（学生企画）等

－ 農学部キャンパスMAP（屋外イベント等） －



『アイスをつくって、
食品のタンパク質を知ろう』

牛乳を主原料に用いる加工食品（アイスク
リーム，チーズ，ヨーグルト）においてタンパ
ク質の特性がいかに働いて、嗜好性に優れた体
に良い食品が生産できるかについて解説します。

その際アイスクリームの簡単な加工工程に関
して実習します。

【実施時間】
11:00～11:50、
13:00～13:50

定員は両方とも16名（先着順）
とします。

体験・実習

１．食品科学
小川研究室 DS101（DS棟１階）

３．食品科学
高田研究室 BW109 （BW棟１階）

『糖の学習をしよう - 形から性質まで - 』

４．生命機能科学
渡邉研究室 DN103 （DN棟１階）

『キノコの不思議を解明する!』

私達の研究室では、キノコを対象に研究を
行っています。一般に、食材として馴染み深い
キノコですが、実はとてもユニークな性質も
持っています。

本日は、不思議なキノコについて紹介すると
ともに、簡単な「キノコ作り」も体験してもら
います。

なお、「キノコ作り」
体験は、先着順にて随時
行っておりますが、材料
が無くなり次第終了とさ
せて頂きます。

『温暖化に立ち向かう作物研究』

温室効果ガスであるメタンの排出を大幅に減
らすイネ栽培や高温・水不足に負けないダイズ
栽培など，地球温暖化に挑む作物研究を紹介し
ます。

また，イネを穂の状態から脱穀、籾すり、精
米して白米にする体験会も随時行います。

２．食料生産学
豊田研究室 CW104 （CW棟１階）

食品に含まれる糖の種類は豊富でそれぞれが
違った役割を持ちます。展示コーナーでは色々
な糖を観察して、その機能や性質について学習
しましょう。

体験コーナーでは、砂糖の
結晶づくりと希少糖のシャボ
ン玉づくりが体験できます。
体験は随時受付します。



体験・実習

５．生物分子化学
古本研究室 BE204 （BE棟２階）

『アントシアニンの色を変えてみよう!』

植物が作る色素には「アントシアニン」とい
う物質があります。このアントシアニンの色が、
簡単に変わる様子を体験します。

時間設定はありませんので、いつでも参加でき
ます（体験時間は５～１５分程度）。

７．園芸科学
大野研究室 CE206 （CE棟２階）

『野生のキウイは美味しいか?』

キウイフルーツの安定生産にむけて異常気象
への対策が必要なので、過酷な環境で生育でき
るキウイの仲間を紹介します。今年は糖度計で
遊んでいただく企画も試してみようと思ってい
ます。

予想所要時間は10分ほどです。キウイフ
ルーツアレルギーの疑いの無い方は、果実の余
り数次第ではキウイの仲間を実食いただけるか
もしれません。

６．食料生産学
水田研究室 CW101 （CW棟１階）

『コムギの生産から消費まで
～デュラムコムギって知ってる?～』

コムギの栽培方法についてや加工試験につい
て、研究の最前線を紹介します。

また，希少な国産デュラムコムギや輸入デュ
ラムコムギを使用したパスタ打ち体験もできま
す。

【実施時間】パスタ打ち体験
11:00～15:00

【所要時間】10～15分程度

※パスタ打ち体験は、
１回あたり５～６名ずつ行います。



体験・実習

８．食品科学
YONEKURA研究室 A301（A棟３階）

『色の花がひらく!カロテノイドと
アントシアニンのカラフル実験アート』

紙の上で色がゆっくり広がり、花のような模
様が生まれる — そんなアートのような体験を
通して、 “食べ物にもふだんの生活にもある色
素”の性質にふれていく活動です。見える色の
動きの背後には、極性や溶解性といった科学的
な性質が静かに働いています。

９．植物科学
杉田研究室 A302（A棟３階）

『～お米が品種になるまで～
食味体験をしよう!』

お米の品種改良を行って市場に出すには、食
味試験を行い、一定の基準を満たす必要があり
ます。今回は、すでに品種になっている全国各
地のお米のいくつかを試食して、外観、光沢、
香り、色、粘り、硬さ等を基準となるお米と比
較して総合的に食味を評価してみましょう。

【実施時間】11:30～、12:00～、
12:30～、13:00～

【所要時間】約30分

【参加人数】各回20名まで

各回10分前から整理券を
配布いたします。
※ただし、ご飯がなくな
り次第終了いたします。

１０．植物科学
市村研究室 BW310 （BW棟３階）

『ノーベル賞のGFPが光る葉っぱを見てみよ
う!』

当研究室では植物が病原菌と戦う仕組みを遺
伝子レベルで研究しています。2008年に下村
先生がノーベル化学賞を授与される理由となっ
たクラゲのGFP（緑色蛍光タンパク質）を題材
に、植物バイオテクノロジーの模擬実験を行い
ます!

【実施時間】
10:00～12:00
13:00～15:00



体験・実習

１１．環境生態機能学
安井研究室 CE403 （CE棟４階）

『昆虫標本から学ぶ生物進化』

昆虫標本の観察を通じて、昆虫がどう
やって天敵から身を守るか、カブトムシに
はなぜ角があるか、蝶はなぜ美しいか、な
どの進化生物学の理論を学びます。

当研究室が公開した世界一のオンライン
昆虫図鑑『トリバネアゲハデジタル大図
鑑』の閲覧体験付き。昆虫愛好者必見。

香川大学農学部安井研究室著作物
大屋・安井(2025, Feb., 16)

『トリバネアゲハデジタル大図鑑』

世界最大の蝶
アレキサンドラトリバネアゲハ

１３．植物科学
五味研究室 CE306（CE棟３階）

『植物分子生物学研究に触れてみよう』

皆さん、私達人間と同じように植物も病気に
なってしまうってことを知っていますか?本研
究分野では、「なぜ病気にかかってしまうの
か」、「植物の免疫力とはなんだろう」等、植
物の病気の発病と防御のメカニズムに関する遺
伝子の解析研究を行っています。

今回、ゲノム編集イネや突然変異体イネを実
際に見ていただき、多くの方々に植物分子生物
学研究の現場を体験してもらいたいと思いま
す!

ゲノム編集イネの展示
東南アジア・オセアニアに分布する世界最
大・最美の蝶トリバネアゲハ類34種3286個体
の高精細画像と分布図などを和文と英文で詳
細に解説した史上空前のオンライン昆虫図鑑

安井研究室HP上で無料公開中、
「歴史的大作」と全世界が絶賛
https://www.ag.kagawau.ac.jp/
birdwingbutterflies/#gsc.tab=0
（右QRコードからも閲覧可）

１２．食品科学
松尾研究室 4H1 （H棟４階）

『甘さとお茶のおいしさを科学しよう!
― 砂糖・アルロースクッキーと

発酵茶の官能評価体験 ―』

砂糖水とアルロース水の味の比較、砂糖とアルロー
スで作ったクッキーの食べ比べを行い、甘味、後味、
食感、好ましさなどを評価します。また、緑茶と阿波
晩茶の飲み比べも行い、発酵による味や香りの違いを
体験してもらいます。

【実施時間】
第一回 13:00～13:50
第二回 14:00～14:50
いずれも先着15名程度。



研究室紹介

『香川大学農学部発の希少糖ってなに?
（利き糖と生産工場見学）』

希少糖は自然界に微量存在する単糖です。農
学部では微生物や酵素を使った生産方法を確立
し、その利用研究も推進してきました。

希少糖とは?作り方は?どんな味?を紹介し、
希望者に希少糖生産ステーションを案内します。

５．国際希少糖研究教育機構
吉原・加藤・望月・Kong 研究室
BWリフレッシュルーム（BW棟１階）
希望者のみ:希少糖生産ステーション

『スゴイ微生物
―パンもお酒もノーベル賞も!

スーパー微生物、酵母』

酵母は、お酒やパンづくりに欠かせない微
生物です。一つの細胞で生きていますが、ヒ
トと共通する細胞のしくみを持ちます。細胞
分裂や細胞内のリサイクルなど、ノーベル賞
につながる生命のしくみの解明にも貢献して
きました。

３．生命機能科学
田淵研究室DN103（DN棟１階）

『スゴイ微生物
― 集団で狩りをする粘液細菌や

発酵食品の細菌を見てみよう』

土壌に生息している粘液細菌は、集団で狩
りをして他の微生物を分解することで栄養を
得ています。この粘液細菌や発酵食品で使わ
れている乳酸菌や納豆菌を展示していますの
で、顕微鏡で観察してください。

１．生命機能科学
木村研究室DN103（DN棟１階）

『スゴイ微生物
― うどんから「紙」を作ったり、

泥をきれいにしたり !?』

目に見えない小さな微生物には、うどんか
ら丈夫な「紙」をつくったり、泥水をきれい
に浄化したりするスゴイ力があります!不思議
な微生物パワーを、楽しく観察・体験できる
ブースです。

２．生命機能科学
田中研究室DN103（DN棟１階）

『スゴイ微生物
― 麹菌とその酵素の分解パワー』

『分解』は社会と生態系においてとても重
要なイベントです。日本を代表する醸造微生
物である麹菌とその酵素によるスクラップ＆
ビルドの可能性について紹介します。

４．生命機能科学
松沢研究室DN103（DN棟１階）



研究室紹介

『 病気のメカニズムを探る 』

病気の分子機構を解析するための実験動物や
培養細胞などを観察しながら研究内容を紹介し
ます。

６．生命機能科学
杉山研究室 ＣW102 （CW棟１階）

７．園芸科学
小杉研究室 CE106 （CE棟１階）

『果実から発生するエチレンを測ってみよう』

エチレンは果実が熟したり花がしおれるとき
などに働く植物ホルモンです。身近な果実がど
のくらいエチレンを作っているのか分析機器で
測定しながら、エチレンの働きについて紹介し
ます。

休憩室 BW106（BW棟１階）

『 休憩室』

BW１０６講義室を休憩室として開放してお
ります。飲食可です。



研究室紹介

『樹木が生産する有用成分』

１１．生物分子化学
鈴木研究室 BW203（BW棟２階）

『植物や微生物が創り出す天然物』

９．生物分子化学
原研究室 BW208 （BW棟２階）

『蛍光物質の合成体験』

１０．生物分子化学
柳田研究室 BW201 （BW棟２階）

『ミクロな実験動物「線虫」を見てみよう』

８．生物分子化学
佐藤研究室 BW210 （BW棟２階）

１２．園芸科学
鳴海研究室 DS203 （DS棟２階）

『花に関する研究紹介』

研究室で取り組んでいる研究についてポス
ターで紹介します。また、花弁を使って顕微鏡
観察の体験、そしてフロッタージュの体験がで
きます。

世界中で実験動物として使われている線虫C.
エレガンスの観察を顕微鏡を使って行います。

また、C.エレガンスを用いた希少糖の抗老
化研究についても解説します。

実施時間:
11:00～11:15
13:00～13:15
13:45～14:00
14:30～14:45

植物や微生物から、医薬品や農薬の開発に
つながる可能性のある天然物を探し、その構
造や働きを明らかにする研究を紹介します。
研究試料や実験機器等の見学・観察も体験で
きます。

10時、11時、13時、14時開始で、各回30
分程度を予定しています。

樹木はセルロースやヘミセルロースの堆積と
リグニンの沈着によって骨格が形成された後、
抽出成分と呼ばれる各樹木に特有な成分が蓄積
されます。抽出成分は木材を化学的に特徴付け
る成分であり、色調、におい、耐久性、抗蟻性、
楽器の音響特性など、木材の性質と利用に深く
関わっています。様々な有用成分について紹介
します。

蛍光物質は細胞や生体分子のイメージングか
ら蛍光灯といった身の回りのモノまで幅広く利
用されている。本実験では蛍光の原理と応用を
解説するとともに、代表的な蛍光物質であるフ
ルオレセインを合成し、その蛍光を観察する。

８９



研究室紹介

『Feed. Soil. Flavor. — Insects in the 
loop』

食品残渣や家畜ふんを昆虫が飼料と堆肥（フ
ラス）に変え、豚・卵・野菜として食卓へ戻す
“循環”を、袋栽培の実演、農業高校で行われた
様々な給餌試験、国際学会発表などで紹介して
います。

昆虫資源利用の今をお伝えします。

１５．食料生産学
松本研究室 CW204 （CW２階）

『花の色の科学とシクラメンの品種改良』

花の色を決める要因の解明や新しいシクラメ
ンを作る研究について解説します。

１３．園芸科学
髙村研究室 CE205 （CE棟２階）

１４．園芸科学
別府研究室 CE206 （CE棟２階）

『研究室発のモモ新品種（KU-PP1，KU-
PP2）の紹介』

研究室発のモモの新品種やその活用につい
て説明します。また、新品種の育成に関わ
る花粉発芽試験を体験してみましょう。



研究室紹介

『 アリの世界 』

ハチ、アリ、シ
ロアリ、ゴキブリ
等の標本や生体、
蟻パズル、蟻関係
グッズなどを展示
します。

１６．環境生態機能学
伊藤・水野研究室 A303 （A棟３階）

『海が好き!～瀬戸内海の調査と研究～』

私達、海の研究室では、香川大学が所有す
る海洋調査船「カラヌス４」で瀬戸内海の環
境調査を行っています。水温や海水中の化学
物質、プランクトンの
種類や生物量などを調
べ、瀬戸内海の生物生
産システムの解明に取
り組んでいます。

１８．環境生態機能学
瀬戸内圏研究センター
一見・山口・中國研究室

DS303（DS棟３階）

２０．食料生産学
武藤研究室 A403 （A棟４階）

『データ駆動型農業経営の実現をめざして』

『医薬品化合物の抽出・合成』

２１．生物分子化学
花木研究室 BE304 （BE棟３階）

１６ ２０

１９．食料生産学
青木研究室 3H3 （H棟３階）

『見えない環境を測る研究
－土・植物・大気を数字で見る－』

土や植物、大気の状態には、見ただけでは
わからないことがたくさんあります。さまざ
まな方法で環境を測り、そこに起きている現
象を明らかにしてきました。これまでの研究
例を、実際の測定機器やセンサーとともに紹
介します。

本研究室では、データ駆動型の農業経営が実
現するためにはどのような取り組みが求められ
るか、について研究を進めています。研究内容
に関心がある方はどうぞお越しください。

医薬品として使用されている化合物を、植物
から抽出したり、化学合成したりすることで、
農学部における創薬研究の一端を体験します。

１７．食品科学
森本研究室 DS302（DS棟３階）

『発酵食品中の微生物がつくる酵素の役割を
知ろう! 』

納豆菌や乳酸菌が作る酵素の役割ついて紹
介します。なぜ発酵食品は健康に良いのか?
その秘密を紹介します。

１７



研究室紹介

『本当は怖い食品のカビ毒汚染』

一般にはあまり知られていないが、本当は
怖い食品のかび毒（マイコトキシン）汚染に
ついて、ポスターなどを使って解説します。

【実施時間】
●10:30～、●11:30～、
●13:30～、●14:30～
各15～20分程度説明します。
2～3分前に来てください。

２５.食品科学
川村研究室 CW403 （CW棟４階）

２２．環境生態機能学
豊田（鮎）研究室

CE404 （CE棟４階）

『土壌動物の多様性と機能』

土壌生態学研究室、実験室の一部を以下の時間
に公開します。

11:00～12:00 土壌動物の紹介・展示
14:00～15:00 野外調査方法、土壌動物

由来の団粒構造の解説

『酵素が関わる細胞内情報伝達』

細胞内で情報を伝える酵素がおかしくなると、
肥満や病気につながることがあります。

当研究室での研究内容を紹介した後で、実験
に使用するガン細胞を観察したり、簡単な実験
を体験していただきます。

２３．生命機能科学
末吉研究室 BE406 （BE棟４階）

２４．環境生態機能学
山田研究室 BW405 （BW棟４階）

『農業と水環境』

世界の人口は今後も増加することが予想されて
います。多くの人を養うには、食糧の増産が必
要で、水の安定供給には人・生態系・水の持続
性のある関係が必要です。我々の研究室では、
水資源に乏しい香川県における水環境の研究に
ついて紹介します。



企画コーナー

『希少糖の特徴をミルクティーで楽しく体験しよう!』

本企画ではまず、希少糖が体や食品に及ぼす効果について説明
します。その後、実際に「身近な砂糖を用いたミルクティー」と
「香川大学ならではの希少糖を用いたミルクティー」を試飲して
もらい、使用した糖の違いによる効果を体感してもらいます。

本企画は下記の時間ごとに開始します。
※各回の定員は24名となります。

【各回開始時間】
10:30～、11:15～、
13:00～、13:45～、14:30～

１．学生企画
ボランティアサークルASUS(エーサス) DS102 (DS棟１階）

『棚田のお米でおにぎり作り!棚田の会』

棚田の会は千枚田や虫送り、農村歌舞伎といった伝統行事が
盛んな小豆島中山地区にある棚田で地元の方と協力しながらお
米作りを行っています。今年度も恒例の棚田米を使ったおにぎ
り作り体験を行います。併せて活動紹介等も予定してます。軽
い食事に立ち寄ってみてください!

２．学生企画
学生支援プロジェクト 棚田の会 DS304 (DS棟３階）

３．学生企画
自然科学部 屋外スペース（BW棟とCW棟の間）

『里山のどんぐりやじろべえ作り体験』

どんぐりネットワークさんとコラボした
やじろべえ作り体験を開催します。
どんぐりと木の枝を使用し、秋の訪れを
感じられるような可愛らしい仕上がりに
なります。作業が苦手な方も自然科学部
の学生がサポートするので気軽にお越し
ください。

１

全ての回において、

香川大学医学部附属病院
内分泌代謝内科 福⾧ 健作 医師 をお迎えし、

『希少糖アルロースと糖尿病』と題して、
ミニレクチャーを行っていただきます。

医学部連携企画



企画コーナー

４．学生企画 Be You 池戸会館（１階）学生・教職員交流ラウンジ

『農学部から世界へ!～入国審査体験＆留学体験展示・外国クイズ～』

英語サークルによる国際体験ブースです。海外旅行気分で、入国審査を体験してブースに入りま
しょう!(オリジナルパスポートをプレゼント!)ブース内では、留学体験記を読んだり、外国に関
するクイズに挑戦したりしながら、楽しく海外について学べます。

５．東京藝術大学・香川大学連携企画 圃場（ガラス室など）

６．JAグループ香川✕JF香川漁連企画 A307（Ａ棟３階）

『アンケートに答えて食べよう・学ぼう さぬきの農畜水産物!! 』

JAグループ香川とJF香川漁連、香川の食を支える２団体のコラボが実現!
香川県産「炊き立てのおいでまい（新米）と海苔・いりこ」をぜひご賞味ください。

午前１０時から限定200食（無料）!
お早めにお越しください!

『東京藝術大学と香川大学によるGEOART／ジオアートの取組』

農学部のガラス室を舞台に、地質学と現代アートを往復しながら、作品やリサーチ、試作が
変化していくWork in Progress型の展示を行います。

東京藝術大学 美術学部 西村 雄輔 教授の
これまでの展示の様子です。

※今回の展示ではありません。

香川大学農学部の圃場が
どのように変化するかお楽しみに！



国際交流企画

１．農学部生の海外研修の報告会 池戸会館（１階）学生･教職員交流ラウンジ

8月25日～9月26日にベトナム・ハノイ工科大学にて実施された国際応用科学研修Ⅱ(SV-HUST)
に８名の学生が参加しました。現地で経験したことやベトナムの歴史や文化を紹介します。

報告会は11:00～、12:00～、13:00～の3回行います。お気軽にお越しください。

２．留学生交流サロン 池戸会館（１階）学生･教職員交流ラウンジ

農学部は国際交流に力を入れてきた歴史があり、これまで多くの留学生を受け入れてきました。
留学生たちは、ここ三木町で地域の方々に様々な場で助けてもらいながら、安心安全に暮らすこと
ができ、農学部で学んでおります。

農学部の留学生たちがどんなところから来て、どのような文化の国・地域で育ったか興味はあり
ませんか?

留学生たちによる母国の紹介、展示を予定しております。
数量限定・不定期で各国のドリンクの試飲サービスも予定
しております!!



苗・農産物販売・農機具展示

１．農学部附属農場 体育館前

『昔の農機具の展示』
かつては人、馬、牛などを利用して動かされていた農機具も、現在では化石燃料で動かされてい

る農業機械へと進化してきました。現在ではかつて使われていた農機具を見たり接したりする機会
が少なくなってきたので、附属農場に所蔵されている昔の農機具（脱穀機、鋤など）を展示し、現
代の農業機械に活用されている部分を探ります。

『農場生産物販売』
体育館内で、附属農場で栽培した果物や野菜、花の苗等を販売しています。

※体育館内にて実施します。来場者数が多い場合、入場制限を設けながらのご案内を予定してお
ります。係員等の誘導に沿ってお進みいただきますよう、ご理解のほどよろしくお願いします。

※10:00～販売開始予定です。

２．農学部附属農場 体育館内

３．園芸科学 奥田･冨吉研究室 CW棟北屋外テント

『 野菜を育てよう（野菜苗の紹介と販売等）』
みなさん、野菜作りに挑戦してみませんか?
本日は、野菜研究室の学生が育てた野菜の展示・紹介と一部苗を販売します。
これからの季節、家庭で簡単に育てられる野菜をはじめ、珍しい野菜の苗も各種取り

揃えています。育て方もあわせて説明しますので、気軽にお立ち寄りください。



香川県内農業高校との連携企画

１．香川県立 石田高校、笠田高校、農業経営高校 特設テント CW棟北屋外テント

日本の農業を取り巻く環境として、就農人口の確保、高齢化への対応、また食料の安定供給など
課題は少なくありません。本学部においても、それらの課題解決に向け、教育・研究を進めており、
地域農業を支える人材の育成・確保は重要な使命です。

『農業』『農学』の魅力を知って欲しい。そのために、香川県内の農業高校のうちから３校、香
川県立石田高校、香川県立笠田高校、香川県立農業経営高校とコラボして特設サイトを設置します。

一昨年、昨年に引き続き参加協力いただけることとなりました。来場者の方々に大好評につき、
今年も、広場での実施予定です。混雑時などはお並びいただくなど、順番待ちにご協力をお願いし
ます。

※写真は昨年度実施のものです。
今年度の内容とは異なります。



池戸会（同窓会）企画コーナー

１．目で見る農学部の歴史 池戸会館１階

1903年（明治36年）創立 木田郡立乙種農学校から現
在の農学部まで、約120年間の歴史を一望できます。息
抜きにお立ち寄りください!

例年大好評につき、混雑緩和のため、昨年度から、広場での実施としております。
順番にお並びいただきますよう、ご協力をお願いします。

２．同窓生による農産品の販売 CW棟北屋外テント

同窓生が、屋外テントにて農産品を販売します。主に県内在住の同窓生が自慢の一品を
出品します。是非、お立ち寄り下さい。アマチュアからプロまで幅広い人材を抱えた池
戸会（香川大学農学部同窓会）です。



入試･カリキュラム･学生生活に関する相談会

◆入試について
農学部の受験科目・配点はどのようになっているの?
過去の受験状況を知りたい!
学部卒業後と大学院修了後の就職先はどのように違うの?

学部入試に限らず、大学院入試の情報を提供し、教員による
個別相談も行っています。

香川大学農学部
受験生向け特設サイト

１．入試･カリキュラム･学生生活に関する相談 ＢＷリフレッシュルーム（BW棟３階）

◆カリキュラムについて
農学部では、どのように勉強したらいいの?
どんな資格が取れるのだろう?
どんな研究をしているのだろう?

このような疑問・質問に対し、卒業に必要な単位の取り方、取得
できる資格の種類及び取得方法にお答えし、また、各研究室の研究
テーマを紹介しています。

学部と大学院での研究方法の違い等、大学院進学後の修学相談も
行っています。

◆学生生活などについて
奨学金、授業料免除の手続きはどのようにするのだろう?
下宿・アパートでの生活費はどのくらいかかる?
どんなサークルがあるのだろう?

このような疑問･質問に本学の奨学支援制度の種類及び手続きについて説明しています。
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香川大学農学部（公式）

香川大学農学部附属農場

オープンキャンパス・収穫祭アンケートご協力のお願い

今後、オープンキャンパス・収穫祭
の内容をますます充実させるために
皆さんのご意見、ご感想を反映した
いと思っています。QRコードからの
アンケートへのご回答にご協力をお
願いします。

本日は、ご来場いただきまして、誠にありがとうございました。




